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定例同窓会協議会にて

東南アジア支部発足報告

1111

9月2 5日、各学部同窓会の活動報告や大学に対する要望を協議・懇談

する場である、各学部等同窓会連絡協議会（年2回開催）にて、同窓会副

会長志村さん、大学院同窓会長土屋さんが、当東南アジア支部発足につ

いて報告されました。皆さんに周知頂く絶好の機会となりました。

1 0月1 8日、タイ国カセサート大学農学部ワチラヌソーン棟にて、

宇都宮大学石田学長、後藤特命教授、カセサート大学副学長代理、農

学部長、タイ人元留学生、支部メンバー（大畑さん・本間さん・大宮さん）

の出席の元、終始和やかな雰囲気の中、『宇都宮大学サテライトオフィ

ス』開所式が行われました。

タイ国立カセサート大学内に

“宇都宮大学サテライトオフィス”誕生

2222

強固なものとし、今後の学術交流をより活発にするものと期待されます。

オフィスは、カセサート大学農学部ワチラヌソーン棟７階に開設され、農学部

後藤特命教授が管理運営されます。

テープカットの様子：左から スキット農学部長、,ダムロン副学長代理、石田学長、後藤特命教授

1 9 9 3年のカセサート大学との大学間交流協定締結から24年、宇都宮大

学で学んだタイ人学生は、正規留学生、短期留学生合わせて70名近くに

上ります。一方で19 9 6年から開始された宇都宮大学からカセサート大学

への交換留学（短期）は現在も続いており、今年も3名の国際学部在籍者

がカセサート大学へ留学しています。このように毎年途切れず続いてい

る宇都宮大学-タイ間との交流は、まさに親交の深さを物語っていると言

え、そのような中でのサテライトオフィス設立は、両者のつながりをさらに

10月1 8日サテライトオフィス開設と同時に、タイ人元留学生メンバー

が中心となった『タイ国宇都宮大学同窓会』が創設されました。同窓会は正規

課程の卒業生/修了生/交換留学などの経験者の他、タイ在住の日本人同窓生

（入会希望者）で構成され、今後の新たなネットワーク構築が期待されます。

タイ国宇都宮大学同窓会発足

懇親会＠バンコク4444
10月12日 宇都宮大学農学部特命教授 後藤先生を囲んで懇親会が開

催されました。支部メンバーに加え、農学部、工学部出身の方、今年7月より

カセサート大学留学中の国際学部3年生の玉城さんにも参加頂き、総勢10名

にて楽しいひと時を過ごすことができました。お互い初対面という方もおり、こ

れを機に、さらにタイ在住者同士の交流深めていきたいと思います。

左から

橋本さん（工）

原さん、大畑さん

谷澤さん、大宮さん

本間さん、池内さん

（農）、後藤先生

玉城さん、田中さん
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開所式に参加された方々との記念撮影



8月13日の当支部発足に伴い、知求会メンバーをはじめ東南アジアにゆかりのある方々に発足の連絡と名簿登録のお願いをしております。
その甲斐あって、9-11月は、東南アジア在住同窓生9名（在住国内訳：タイ5名、インドネシア2名、ラオス1名、シンガポール1名） 、ファンク
ラブ3名の方が当支部の仲間になってくれました。個人レベルでの追跡連絡作業のため、世代間に偏りはありますが、点から線へ、今後も少しずつ
ネットワークが広がっていくよう広報活動に努めたいと思います。以下⼊学年度順にメンバーをご紹介いたします（掲載許可分）。

55 新規メンバー紹介

★ ★登録まであと一歩の皆さんへ★ ★
正式に名簿登録をお待ちしています。正式登録はこちらから↓

原 理恵 さん
タイ在住/東京都出身

９８年度⼊学・国際社会学科/国際学研究科
藤田研究室

バンコクに住んで11年目になりました。
こちらでは宇大出身の先輩後輩とお会いする
機会があり、毎回楽しく刺激を受けています。
各地の皆さんとの交流できる機会が広がるこ
とをとてもうれしく思っています。宜しくお
願いいたします。

Thomson (渡辺) はる さん
シンガポール在住/千葉県出身
９７年度⼊学・国際社会学科

今井研究室

田邊 知成 さん
ラオス在住/広島県出身

９６年度⼊学・国際文化学科/国際学研究科
⼩池研究室

派遣専門家としてラオスに来ています。任国
外への旅⾏には派遣元の事前承認が必要にな
るので、ラオスから離れるのはちょっと⾯倒
ですが、もし懇親会などあれば一度みなさん
とお会いしたいですね。

栗林 (泊) 祥子 さん
石川県在住/石川県出身

９６年度⼊学・国際社会学科
梅木研究室

私がホーチミンにいたのはもう15年も前に
なります。帰国後、地元の石川県能登に
戻ってからは企業実習生に関わる仕事を少
ししていましたが、現在子育て中心の毎日
を送っていてアジアとは離れてしまってい
ます。でもアジアとは何らかの形で関わっ
ていたいなあ、と思っているのでファンク
ラブの登録をさせていただきました。バタ
バタと過ぎていく日常で「また東南アジア
に⾏ける日があるのかなあ」なんて思って
いたので今回のネットワークを知りとても
嬉しかったです。どうぞよろしくお願いい
たします。

https://creativesurvey.com/ng/reply/5dee973a4d5e822f9910e38cf2e2c7/

大宮 勇樹 さん
タイ在住/山形県出身

０６年度⼊学・国際文化学科
マリー研究室

大畑 美優紀 さん
タイ在住/栃木県出身

９５年度⼊学・国際社会学科/国際学研究科
マリー/藤田研究室

日本を離れて早11年目になり、最近は⾥心
がついてきたのか、今までのご縁、これから
のご縁を大切にしていきたいと強く思うよう
になりました。その想いから、生まれたのが
この東南アジア支部です。海外在住だと同窓
会に参加するのはなかなか難しいもの。それ
ならこちらから私たちの今を発信してしまお
う！というのがこのニュースレターです。ご
無沙汰していた同窓生同士、先生方を巻き込
んで、同窓会ネットワークが更に広がってい
くこと願っています。

本間 みずほ さん
タイ在住/⻘森県出身

９７年度⼊学・国際社会学科
田巻研究室

⻑年タイに滞在していますが、最終的にいつ
も仲良くして頂いているのは宇大出身の先輩
や後輩です。仲間と切磋琢磨して海外で頑張
れるという事にとても感謝しています。そし
て最近はタイへ調査などでいらっしゃる先生
方も多く、現在カセサート大学に留学してい
る在校生とのご縁も繋いで下さいました。改
めて、宇大っていいなあと温かい気持ちです。
更にこの輪を広げていけたら嬉しいですね。

Romanov (當眞) ⾥絵 さん
チェコ在住/沖縄県出身

９６年度⼊学・国際文化学科
佐々木(史)研究室

大学を離れて⻑いですがこのような形でまた
繋がることができ非常に嬉しく思います。
東南アジアに在住ではありませんが、現在住
んでいるヨーロッパにおける東南アジアの位
置づけ、人の移動/活動を観察することが日
常になっております。東南アジアと欧州は共
通点がないように⾒えて歴史的、政治的、経
済的繋がりによる東南アジア人の活動は非常
に興味深いところでございます。 遠方につ
き微⼒のご協⼒しかできないかと思いますが
引き続きどうぞよろしくお願い致します。

平田 勝博 さん
大阪府在住/広島県出身

９７年度⼊学・国際社会学科
友松研究室

タイに足掛け8年おりました。今は日本に戻っ
てきて大阪で暮らしております。 現在も海外
出張がメイン業務で2016年まではマレーシア、
シンガポール、インドネシアを訪問しており
ました。 またタイ遊びにいきたいと思います。

谷澤 壮一郎 さん
タイ在住/滋賀県出身

０２年度⼊学・国際社会学科
石浜研究室

宇大出身の先輩・後輩が、タイには結構いら
して、正直驚きました。 東南アジア全体で
も、実は結構な人数になるのではないでしょ
うか。 宇大で過ごした時間を懐かしむだけ
でなく、アジアと栃木・宇都宮・国際学部を
よりいっそう近づけるべく、今後、新たな展
開も模索していきたいですね。 どうぞ宜し
くお願い致します。



このコーナーでは、域内で開催された同窓生・大学関係者との交流会などを報告していきます

まだまだ多くの生徒でにぎわっています。

とにかく勉強する内容がもりだくさんの息子の小学

校時代。果たして息子はどんな大人になるのだろ

うか…あぜ道を駆け回って探検ごっこ三昧だった

自分の小学校時代を思うと何とも複雑な思いを

抱く、今日この頃。 （大畑）

▲ワンクルー（先生に感謝する日）に先生に贈る花飾りを掲げて
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大学卒業大学卒業大学卒業大学卒業からからからから現在現在現在現在までのまでのまでのまでの道道道道のりはのりはのりはのりは？？？？

現在は国際交流基金派遣の日本語専門家としてラオ

ス国立大学というところで日本語を指導しています。

わたしは2期生になるのですが、国際学研究科在学中

にやはり基金の派遣で2年間中国へ行き、みんなより

遅れて2004年に修士修了しました。その後、2005年か

ら実家のある広島県で3年ほど働いたのち、インド4年、

ミャンマー3年を経て、この5月からラオス・ビエンチャ

ンに来ています。東南アジア滞在歴はようやく4年目

に入りました。

4444かかかか国国国国それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの国国国国のののの学生学生学生学生のののの気質気質気質気質やややや国民性国民性国民性国民性のののの違違違違いなどいなどいなどいなど

指導上感指導上感指導上感指導上感じたことやじたことやじたことやじたことや苦労苦労苦労苦労されたことはされたことはされたことはされたことは？？？？

中国には留学も含めて7年、インドには4年お世話にな

りました。ミャンマーで初めて人口が10億を切る国で

の海外生活を体験した後、現在は総人口700万に満

たない国で、生まれて初めての首都生活です。

言うまでもなく中国とインドは大国です。インドシナ半

島と呼ばれる通り、東南アジアの国々はどの国もこの

二つの大国から多大な影響を受けています。インド→

ミャンマー→ラオスと、一歩ずつ東に渡り歩いてきて

みると、やはり徐々にインド比率が小さく、中国比率が

大きくなっていくのを感じます。そんな中で、やはり

中国とインドの人は似ている部分もあって、両文化

とも自分の主張ははっきり表明します。それに対し

て東南アジアの人々はどこか日本的で、思ってい

ることをそのまま口には出さない。これは奥ゆかし

さでもありますが、外国人からしてみると本音が見

えにくいというわかりづらさもあります。

ラオスでのラオスでのラオスでのラオスでの生活生活生活生活をどのようにをどのようにをどのようにをどのように楽楽楽楽しんでいますかしんでいますかしんでいますかしんでいますか？？？？

私は東京にも北京にもニューデリーにもネピ

ドーにも住んだことがありません。ビエンチャン

はほんの小さな町ですが、生まれて初めての

首都生活、町には外国人バックパッカーが集ま

るようなカフェもたくさんあり、それなりに快適に

暮らせています。 東南アジア生活の一番の魅

力は辛いものがふんだんに味わえるところです。

辛いものとビールがあれば何も困りません。

ローカル料理とローカルビールが何よりの心の

癒しです。ラオスは自然や民族文化を楽しめる

観光スポットが多いようなので、休みが取れた

ら積極的に国内旅行に出てみたいですね。

今後今後今後今後のののの抱負抱負抱負抱負もももも交交交交ええええ、、、、みなさんにメッセージをみなさんにメッセージをみなさんにメッセージをみなさんにメッセージを！！！！

ラオスでも近年ようやく日本語を学ぶ若者が増

えてきました。日本と日本語をもっと身近に感じ

てもらえるような活動ができれば本望です。

ラオスにも3年はお世話になりたいなと思ってい

ます。東南アジア研究されている後輩のみなさ

ん、日本語教育に関心のある後輩のみなさん

がもしいらっしゃいましたらぜひビエンチャンに

遊びにいらしてください。辛くない食べ物もおい

しいですよ。

インド赴任当初、インドの日本語教育は歌ったり踊っ

たり、会話中心、アクティビティー中心の教育を予想

していたのですが、意外と暗記中心型の勉強法だっ

たのに驚きました。まあ、よく考えれば二桁の九九を

暗記したりしているという話は有名ですね。4か国、

そして日本も含めて、伝統的には暗記を重視した教

育がおこなわれ、そのなかで現代的なコミュニケー

ション中心の言語教育に変わりつつあるいうのがア

ジアの言語教育の一般的な姿のようです。それから

教師に対してとても敬意を表してくれるのもアジア文

化の特徴です。ラオスでも毎年教師の日には学生た

ちが主催する食事会が開かれ、学生たちから感謝

の言葉が贈られます。私の仕事の観点から言うと、

教師中心、暗記中心に偏りがちな言語教育を、いか

に学習者中心、コミュニケーション中心のものに変え

ていけるか、ということが課題となります。

教師の日、学生主催の食事会

ラオス生活

Tomonari Tanabe

●広島県出身

●ラオス在住1年目

●国際文化学科・国際学研究科

2期生 ( 小池研究室)

田邊 知成 さん
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★情報情報情報情報をお寄せくださいをお寄せくださいをお寄せくださいをお寄せください

■同窓生・元留学生関連懇談会情報・報告

■各国イベント情報等々

仲間募集中

ご質問、ご要望なんでもござれ
ニュースレター編集係（大畑）
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6 同窓生 Relay Interview ● 現在国際交流基金の専門家としてご活躍されている、田邊知成さんにご登場頂きました●

7 ◇タイの昨今◇連載コラム◇ No.2 ～教育事情part②～

用紙や問題用紙が返却されないのは、タイでは一
般的なようです。マンモス校ならではの効率性重
視のこの仕組みに納得いかない部分も多いけど、
なにはともあれ、一般的に子供に優しいタイ社会
でも、学校内は打って変わってシビアな世界とい
うことは、私もしっかり理解できました。
競争社会は辛いよ。（大畑）

息子の通うクリスチャン系私⽴⼩学校、⾊々と
度肝を抜かれること盛りだくさんです。タイの学校
は1学期5-9月、2学期11-3月の2学期制。10月の中
休みを前に、息子の学校でも3日間の期末試験があ
りました。 1日6科目を隔日3日間、このハードさに
もちょっと⾯喰いましたが、さらに度肝を抜かれた
のは、試験方式が⼩中高全校生共に「マークシート
式」だったこと！テストの数週間前にマークシート
の塗りつぶし練習シートが配布され、何これ？と
思っていたのがこれでした。さらには試験のなか日
は休校。なんだか大学の試験期間のよう。しかも試
験結果は学校のHPに掲載され、学籍番号⼊⼒で楽々
チェック♪。発表内容は、科目ごとに合格、不合格、
の判定のみ。さらに不合格者には数日後に各科目ご
との追試が待っているのです。肝心の点数は、前期
の通知表にて発覚する仕組みでした。ちなみに答案


